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米
国
に
お
け
る
肉
用
鶏
と
採
卵
鶏
の
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）
の
動
向

に
つ
い
て
最
近
の
話
題
を
提
供
し
た
い

⑴
米
国
に
お
け
る
肉
用
鶏
生

産
・
販
売
の
新
し
い
動
き

　

は
じ
め
に
、
米
国
小
売
業
界
の
ホ
ー
ル

フ
ー
ズ
（W

hole Foods

＝
Ｗ
Ｆ
）
と

コ
ス
ト
コ
（Costco

）
の
鶏
肉
生
産
へ
の

取
り
組
み
を
述
べ
る
。２
０
１
６
年
３
月
、

Ｗ
Ｆ
は
全
店
舗
で
販
売
す
る
鶏
肉
（
全
米

ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
量
の
３
％
に
相
当
す
る

年
間
２
・
77
億
羽
）
を
、
２
０
２
４
年
ま

で
に
成
長
の
遅
い
鶏
種
に
切
り
替
え
る
と

声
明
を
出
し
た
。
Ｗ
Ｆ
の
新
し
い
追
加
Ａ

Ｗ
基
準
は
、
通
常
ブ
ロ
イ
ラ
ー
よ
り
23
％

遅
い
増
体
の
鶏
種
選
択
、
通
常
ブ
ロ
イ

ラ
ー
よ
り
飼
育
密
度
を
25
％
減
少
、
自
然

光
の
取
り
入
れ
と
敷
料
と
止
ま
り
木
の
改

良
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
７
年
６
月
に
ネ
ッ
ト

通
販
最
大
手
の
ア
マ
ゾ
ン
（A

m
azon

）

が
Ｗ
Ｆ
を
１
３
７
億
ド
ル
（
１
・
６
兆
円
）

で
買
収
し
た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
を
中

心
と
し
た
自
然
食
品
高
級
ス
ー
パ
ー
の
Ｗ

Ｆ
は
、
買
収
後
に
食
品
を
安
売
り
に
転
じ

た
と
聞
い
た
の
で
、
２
０
１
７
年
10
月
に

米
国
を
訪
れ
、
小
売
店
舗
で
鶏
肉
の
値
段

を
調
べ
て
み
た
。

　

今
回
視
察
し
た
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州

の
Ｗ
Ｆ
ロ
ー
リ
ー
店
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

米
国
に
お
け
る
養
鶏
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
A
W
）の
動
向

㈱
イ
シ
イ
代
表
取
締
役
社
長
　
竹
内
正
博

ク
ム
ネ
鶏
肉
は
１
２
６
円
／
１
０
０
グ
ラ

ム
（
４
・
99
ド
ル
／
ポ
ン
ド
×
１
１
５
円

／
ド
ル
÷
４
５
４
グ
ラ
ム
／
ポ
ン
ド
×
１

０
０
グ
ラ
ム
＝
１
２
６
円
／
１
０
０
グ
ラ

ム
）
で
商
品
棚
に
割
引
セ
ー
ル
表
示
を
付

け
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
（
写
真
１
）。
後

述
す
る
コ
ス
ト
コ
と
Ｗ
Ｆ
で
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ム
ネ
鶏
肉
の
売
値
は
同
じ
で
あ
っ

た
の
で
、
Ｗ
Ｆ
も
特
定
食
品
の
安
売
り
に

シ
フ
ト
し
た
と
思
わ
れ
る
。A

m
azon

の

考
え
は
、
商
品
は
出
来
る
だ
け
幅
広
い
品

揃
え
（
Ａ
か
ら
Ｚ
）、
売
値
は
出
来
る
だ

け
安
く
、
配
達
費
は
出
来
る
だ
け
安
く
届

け
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

一
方
、
日
本
に
も
業
務
用
卸
の
26
倉

庫
店
を
有
す
る
全
米
ナ
ン
バ
ー
３
の

Costco

（
世
界
に
７
４
１
倉
庫
店
）
は
、

２
０
１
７
年
６
月
に
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
で
ブ

ロ
イ
ラ
ー
生
産
設
備
の
建
設
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
総
投
資
額
は
２
・
８
億
ド
ル
（
３

２
０
億
円
）
で
、
飼
料
工
場
・
孵
卵
場
・

処
理
場
を
建
設
し
、
２
０
１
９
年
４
月
に

ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
・
処
理
・
加
工
施
設
の

稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。Costco

は
販

売
す
る
鶏
肉
の
３
分
の
１
（
全
米
ブ
ロ
イ

ラ
ー
生
産
量
の
１
％
に
相
当
す
る
年
間
１

億
羽
）
を
自
社
生
産
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
同
じ
ロ
ー

リ
ー
店
で
、Costco

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ム
ネ
鶏
肉
は
Ｗ
Ｆ
と
同
じ
１
２
６
円
／
１

０
０
グ
ラ
ム
（
４
・
99
ド
ル
／
ポ
ン
ド
）、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
ム
ネ
鶏
肉
は
71
円
／
１
０
０
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OPINION 米国における養鶏アニマルウェルフェア（AW）の動向

グ
ラ
ム
（
２
・
79
ド
ル
／
ポ
ン
ド
×
４
５

４
グ
ラ
ム
／
ポ
ン
ド
×
１
１
４
円
／
ド
ル

×
１
０
０
グ
ラ
ム
）で
売
ら
れ
て
い
た（
写

真
２
）。
Ｗ
Ｆ
の
成
長
の
遅
い
鶏
種
へ
の

切
替
え
、Costco

の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産

事
業
へ
の
参
入
は
新
し
い
流
れ
と
な
る
の

だ
ろ
う
か
。。

⑵
米
国
に
お
け
る
採
卵
鶏
の

 

Ａ
Ｗ
に
関
す
る
情
報
収
集

　

公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
の
採
卵

鶏
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
実
証
調
査
事
業
と
し

て
、
２
０
１
７
年
９
月
に
推
進
委
員
の
筆

者
も
同
行
し
て
行
わ
れ
た
米
国
に
お
け
る

採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
情
報
収
集
調
査

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

調
査
場
所
は
、
養
鶏
機
器
メ
ー

カ

ー

のChore T
im
e

、2017 live 
Production,W

elfare &
 Biosecurity 

Sem
inar

、
生
産
者
団
体
のU

nited 
Egg Producers

（U
EP

）
な
ど
。
実
証

調
査
事
業
の
調
査
員
と
し
て
新
村
毅
氏

（
東
京
農
工
大
学
准
教
授
）、
山
本
洋
一

氏
（
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

岡
崎
牧
場
場
長
）、
八
木
淳
公
氏
（
公
益

社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
緬
山
羊
振
興
部

長
）、
イ
シ
イ
か
ら
谷
川
麻
綾
（
通
商
・

設
備
室
）
と
筆
者
が
参
加
し
、
米
国
に
お

け
る
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
取
り
組

み
、
飼
養
管
理
の
現
状
と
方
向
性
、
養
鶏

関
係
者
の
動
向
な
ど
を
調
査
し
た
（
写
真

３
）。

C
hore-Tim

e

の
紹
介

　

CT
B Inc.

は
、
２
０
１
６
年
12
月

期
の
売
上
高
２
２
３
６
億
４
０
０
万

ド
ル
（
25
・
７
兆
円
）
のBerkshire 

H
athaw

ay Inc.（CEO

：M
r. W
arren E. 

Buff ett

）
の
子
会
社
で
、Chore-T

im
e

はCT
B Inc.

（
写
真
４
）
の
一
部
門
と

し
て
ケ
ー
ジ
や
養
鶏
資
材
の
製
造
販
売
を

行
う
、
総
売
上
約
１
０
０
０
億
円
の
企
業

で
あ
る
。Chore-T

im
e

は
、
ケ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
で
全
米
シ
ェ
ア
の
30
〜
50
％
程

度
を
担
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｗ
の
動
向
に
対

応
す
る
た
め
、
２
０
１
６
年
12
月
に
は

オ
ラ
ン
ダ
のV

olito

社
（
採
卵
鶏
の
ネ

ス
ト
や
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
等
の

開
発
と
製
造
）
を
買
収
し
た
。
こ
こ
で

は
、M

r. Jeff  M
iller (V

ice President 
and General M

anager)

とM
r. H
enk 

Struving (M
anager D

irector Chore-
T
im
e Europe B.V

.)

か
ら
、
米
国
と
Ｅ

Ｕ
に
お
け
る
採
卵
鶏
飼
養
方
式
の
動
向
と

V
olito

社
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

写真１　WF店でのオーガニックムネ鶏肉 ノースカロラ
イナ州のローリー店（2017年10月16日）

写真２　Costco店でのオーガニックムネ鶏肉　ノースカ
ロライナ州のローリー店（2017年10月16日）

写真３　調査員等とCTB幹部（2017年9月18日に
CTB Inc.本社にて）（右から調査員(新村准
教授,山本場長,八木部長）、筆者、Mr. Jeff 
Miller （VP & GM）,通訳（谷川））

写真４　インディアナ州にあるCTB Inc.本社工場
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米
国
で
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
化
の
動
き

は
、
動
物
愛
護
団
体
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
よ

る
も
の
が
大
き
く
、
10
年
前
に
は
米
国
で

も
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
（
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
シ
ス

テ
ム
等
）
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
主
要

産
地
の
ア
イ
オ
ワ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
、
オ

ハ
イ
オ
の
３
州
で
は
法
律
や
規
則
等
が
な

く
、
米
国
中
央
部
で
は
価
格
の
安
い
卵
が

支
持
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
生
産
者
が
ど

の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
れ
ば
良
い
か
迷

い
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
へ
の
投
資
を
待
っ
て

い
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
全
米

生
産
量
の
約
15
％
が
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
で
あ

り
、エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
は
２
〜
３
％
、

残
り
の
約
80
％
が
従
来
型
の
バ
タ
リ
ー

ケ
ー
ジ
で
あ
る
。
米
国
は
土
地
が
広
大
で

あ
る
た
め
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
に
必
要
な
土

地
面
積
の
問
題
は
な
い
。

　

Ｅ
Ｕ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
７

年
の
Ｅ
Ｕ
理
事
会
指
令
で
２
０
０
３
年
１

月
１
日
か
ら
新
規
に
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
を

設
置
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
２
０
１
２

年
か
ら
は
既
存
の
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
で
の

飼
養
も
禁
止
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
加
盟
国

で
も
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
法
制
化
が
行
わ
れ

た
。
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
は
ケ
ー
ジ

（Cage

）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
扱
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ド
イ
ツ
と
オ
ラ
ン
ダ
で
は
エ
ン

リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
も
法
律
で
設
置
禁
止
、

２
０
２
１
年
か
ら
は
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
の
エ

イ
ビ
ア
リ
ー
シ
ス
テ
ム
と
平
飼
い
の
み
と

な
る
。
デ
ビ
ー
ク
は
、
Ｅ
Ｕ
で
は
原
則
禁

止
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
過
去
15
年
間
は

完
全
に
禁
止
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
２

０
１
８
年
か
ら
完
全
に
禁
止
と
な
る
。

　

続
い
て
、V

olito

社
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

エ
イ
ビ
ア
リ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
４
階
建

て
（grand

フ
ロ
ア
、
１
〜
３
階
）
が
標

準
で
、
最
下
段
は
砂
浴
び
場
、
１
段
目
が

給
餌
エ
リ
ア
、
２
段
目
が
給
水
場
と
巣
箱

の
エ
リ
ア
、
３
段
目
が
給
餌
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
る
。
エ
イ
ビ
ア
リ
ー
の
コ
ス
ト

が
か
か
る
要
因
と
し
て
、
運
動
量
が
増
え

た
り
す
る
こ
と
で
餌
の
消
費
量
が
増
加
す

る
（
10
％
以
上
の
コ
ス
ト
増
加
）。
ま
た
、

飼
育
者
へ
の
教
育
費
や
、
捕
鳥
時
間
が
延

び
る
こ
と
に
よ
る
人
件
費
の
増
加
も
要
因

の
一
つ
と
な
る
。
し
か
し
、
飼
育
者
を
教

育
す
る
こ
と
が
温
度
調
節
や
巣
外
卵
（
床

で
の
産
卵
）
等
を
防
ぐ
た
め
の
管
理
（
照

明
、
換
気
、
育
成
方
法
等
）
に
つ
な
が
る
。

管
理
面
で
は
、
埃
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら

換
気
が
重
要
で
、
ダ
ス
ト
コ
レ
ク
タ
ー
と

い
う
清
掃
用
の
機
械
の
開
発
も
行
わ
れ
て

い
る
。

2017 live P
roduction, W

elfare &
 

B
iosecurity S

em
inar

Lesson Learned

（
学
ん
だ
教
訓
10
）

　

２
０
１
７
年
９
月
19
日
、
米
国
テ
ネ

シ
ー
州
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
午
前
中
に
主
に
卵
用
鶏
と
ブ
ロ
イ

ラ
ー
の
合
同
講
演
が
行
わ
れ
、
午
後
に
参

加
し
た
分
科
会
で
は
卵
用
鶏
の
講
演
が
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
採
卵
鶏
企
業

経
営
者
と
第
三
者
認
証
団
体
の
講
演
に
つ

い
て
簡
潔
に
報
告
す
る
。

　

採
卵
鶏
企
業
経
営
者
は
、
メ
イ
ン
ゲ
ス

ト
と
し
て
講
演
し
たM

r.Bob K
rouse

（
ク
ラ
ウ
ス
氏
）
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
２

０
１
１
年
８
月
30
日
に
初
め
て
お
会
い

し
、
意
見
交
換
し
た
当
時
、
Ｕ
Ｅ
Ｐ
会
長

だ
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
氏
は
「
Ａ
Ｗ
は
消
費
者

問
題
で
な
く
、
政
治
問
題
で
あ
る
」
と
言

わ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
採
卵
鶏
生
産

者
の
誰
が
当
時
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
が
米
国

の
採
卵
鶏
飼
養
方
式
の
進
む
方
向
に
な
る

と
予
測
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
運
良
く
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
で
き
、
筆
者
は
ク
ラ

ウ
ス
氏
か
ら
講
演
レ
ポ
ー
ト
「Lesson 

Learned
（
学
ん
だ
教
訓
10
）」
の
コ

ピ
ー
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
全

米
ト
ッ
プ
10
に
入
るM

idw
est Poultry 

Services

社
長
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ス
氏
の
一

番
重
要
な
教
訓
は
「
米
国
採
卵
業
界
は
50

年
以
上
も
前
の
養
鶏
技
術
の
方
向
に
急
速

に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
成
功
す
る
ま
で
ト
ラ

イ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
だ
と
思
わ
れ

る
。
全
文
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
で
得
ら
れ
た
教
訓
ト
ッ

プ
10
（
翻
訳
：
山
本
洋
一
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
岡
崎
牧
場
場
長
）

⑩
科
学
に
裏
付
け
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
効
果
的
で
あ
る(

第
三
者
的
な
科
学
者

や
有
識
者
の
研
究
）

⑨
科
学
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
人
々
の
感

情
や
価
値
観
に
も
気
を
配
る
べ
き
で
あ
る

⑧
顧
客
や
世
間
に
対
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
運
動
）
を
理
解
さ
せ
る
努
力
が
必
要
（
エ

ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
vs
非
ケ
ー
ジ
）

⑦
正
し
い
決
定
を
行
え
る
者
（
顧
客
）
と

協
議
す
べ
き

⑥
第
三
者
の
監
査
が
重
要

⑤
生
産
者
は
監
査
プ
ロ
セ
ス
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
実

際
の
監
査
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
は
言
え
な
い
）

④
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
や
議
論
に
お
い

て
特
定
の
者
の
利
益
と
な
ら
い
よ
う
意
識

す
る
こ
と

③Ballot Initiative

（
著
名
を
集
め
て

住
民
投
票
を
実
現
す
る
運
動
）
は
な
く
な

ら
な
い
。
州
間
の
取
引
を
阻
害
す
る
障
壁
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を
予
防
す
る
唯
一
の
方
法
は
「
議
会
へ
の

働
き
か
け
」
を
通
じ
て
の
み

②
今
日
、
民
衆
は
メ
デ
ィ
ア
や
特
定
の
関

係
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
非
ケ
ー
ジ
の
卵
生
産

が
最
も
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
で
環
境
持
続
性
が

あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
我
々
は
、
民
衆
の

認
識
が
そ
う
し
た
間
違
っ
た
方
向
に
誘
導

さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
最
適
な
Ａ
Ｗ
の

政
策
を
推
進
し
、
事
実
を
提
供
し
続
け
る

必
要
が
あ
る
。
我
々
は
顧
客
に
対
し
て
、

彼
ら
が
望
む
生
産
物
を
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
一
方
で
、
事
実
を
公
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
我
々
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
90
億
人

以
上
の
人
間
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
50
年
以
上
も
前
に
廃

れ
た
農
業
技
術
の
方
向
に
急
速
に
進
ん
で

い
こ
う
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
最
も

重
要
な
教
訓
は
、
我
々
は
失
敗
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
、
成
功
す
る
ま
で
ト
ラ
イ

を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

第
三
者
認
証
団
体

　

Lindsey T
urner

認
証
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（H

um
ane 

Farm
 Care Certifi ed

）
と
、D

r.Janot 
H
elm
s

家
畜
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（A

m
erican 

H
um
ane Certifi ed

）が
講
演
を
行
っ
た
。

内
容
は
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
基
準（
飼
育
密
度
・

光
線
管
理
・
給
餌
器
・
給
水
器
の
配
置
・

ネ
ス
ト
・
止
ま
り
木
等
）
で
あ
り
、
認
証

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
英
国
の
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
と
よ

く
似
て
い
る
。
第
三
者
認
証
は
拡
大
し
つ

つ
あ
り
、
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

Ｕ
Ｅ
Ｐ
訪
問

米
国
に
お
け
る
鶏
卵
生
産
・
販
売
の
現
状

　

Ｕ
Ｅ
Ｐ
は
全
米
生
産
量
の
95
％
以
上
を

占
め
る
１
５
０
の
鶏
卵
生
産
者
が
加
盟
す

る
団
体
で
あ
る
。
平
均
飼
養
羽
数
は
１
５

０
万
羽
で
あ
る
が
、
最
大
手
で
上
場
会

社
で
も
あ
る
カ
ル
メ
イ
ン
フ
ー
ズ
（Cal-

M
aine Foods,Inc.
）
は
３
５
０
０
万
羽
、

イ
セ
ア
メ
リ
カ
は
８
０
０
万
〜
１
０
０
０

万
羽
の
飼
養
羽
数
で
Ｕ
Ｅ
Ｐ
ボ
ー
ド
メ
ン

バ
ー
に
入
っ
て
い
る
。

　

全
米
飼
養
羽
数
３
・
２
億
羽
の
中
で
、

２
０
１
７
年
の
採
卵
鶏
飼
養
方
式
の
比
率

（
表
１
）を
見
る
と
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
が
４
・

９
％
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
が
９
・
３
％
、
約

３
％
の
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
含
む
ケ
ー

ジ
が
85
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
鶏
卵
の

販
売
先
は
、
輸
出
が
４
・
７
％
（
カ
ナ

ダ
、
メ
キ
シ
コ
等
）、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

が
10
％
、
加
工
が
32
％
、
小
売
店
が
53
・

OPINION 米国における養鶏アニマルウェルフェア（AW）の動向

表 1　採卵鶏の飼養方式推移（出所：2017 年 11月23日　USDA）
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３
％
に
な
る
。
Ｕ
Ｅ
Ｐ
か
ら
聞
い
た
話
で

は
、
飼
養
方
式
に
よ
る
１
羽
当
た
り
の
生

産
コ
ス
ト
は
、
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
で
15
ド

ル
（
１
７
０
０
円
）、エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー

ジ
で
25
ド
ル
（
２
９
０
０
円
）、
ケ
ー
ジ

フ
リ
ー
で
40
ド
ル
以
上
（
４
６
０
０
円
）

で
あ
る
。

　

３
カ
所
の
量
販
店
で
調
べ
た
飼
養
方
式

別
の
鶏
卵
売
値
は
次
の
通
り
。

　

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
Ｗ
Ｆ
ロ
ー

リ
ー
店
で
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
は
３
４
４

円
／
12
個
（
２
・
99
ド
ル
／
12
個
×
１

１
５
円
／
ド
ル
＝
３
４
４
円
／
12
個
）、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
卵
は
４
５
９
円
／
12
個

（
３
・
99
ド
ル
／
12
個
×
１
１
５
円
／
ド

ル
＝
４
５
９
円
／
12
個
）
で
、
商
品
棚
に

A
m
azon

の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
割
引
セ
ー
ル

表
示
を
付
け
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
（
写
真

５
）。

　

Ｕ
Ｅ
Ｐ
訪
問
時
に
視
察
し
たK

roger

（
全
米
に
２
８
１
９
店
舗
を
有
す
る
大
手

食
料
品
量
販
店
）
で
は
、
ケ
ー
ジ
卵
（
白

卵
）
は
１
６
０
円
／
12
個
（
１
・
39
ド
ル

×
１
１
５
円
／
ド
ル
＝
１
６
０
円
／
12

個
）、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
は
２
８
８
円
／

12
個
（
２
・
５
ド
ル
／
12
個
×115

円
／

ド
ル
＝
２
８
８
円
／
12
個
）、オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
卵
は
５
４
５
円
／
12
個
（
４
・
74
ド
ル

／
12
個
×
１
１
５
円/

ド
ル
＝
５
４
５
円

写真５　ノースカロライナ州のローリー店でWF店で　ケージフ
リー卵（上）・オーガニック卵（下）（2017年10月
16日）

写真５　ジョージア州アトランタ郊外の
Kroger店舗で　ケージ卵（上）・
ケージフリー卵（中央）・オーガニッ
ク卵（下）（2017年9月20日）

写真６　ノースカロライナ州のCostco ローリー店で　ケージフリー卵（左側）・オーガニック卵（右側）（2017
年 10月 16日）
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／
12
個
）で
販
売
さ
れ
て
い
た（
写
真
５
）。

　

一
方
、
大
量
販
売
・
格
安
倉
庫
店
の

Costco

ロ
ー
リ
ー
店
で
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

卵
（
白
卵
）
は
２
１
２
円
／
12
個
（
３
・

69
ド
ル
／
24
個
÷
２
×
１
１
５
円
／
ド
ル

＝
２
１
２
円
／
12
個
）、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

卵
は
３
７
３
円
／
12
個
（
６
・
49
ド
ル
／

24
個
÷
２
×
１
１
５
円
／
ド
ル
＝
３
７

３
円
／
12
個
）
と
か
な
り
安
く
売
ら
れ

て
い
た
（
写
真
６
）。
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵

（
12
個
）の
売
値
はCostco

が
２
１
２
円
、

K
roger

が
２
８
８
円
、
Ｗ
Ｆ
が
３
４
４

円
で
あ
り
、Costco

の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

卵
が
格
段
に
安
か
っ
た
。

　

驚
い
た
こ
と
に
、Perdue

の
鶏
肉
に

も
、
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
表
示
（
写
真
７
）
が

見
ら
れ
た
。
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
は
消
費
者
に

広
く
浸
透
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

米
国
に
お
け
る
２
０
２
５
年
ケ
ー
ジ
フ

リ
ー
卵
生
産
・
販
売
予
測

　

ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
の
生
産
羽
数
予
測

（
表
２
）
が
米
国
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）

か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

卵
が
急
激
に
伸
び
る
理
由
は
、
２
０
２
５

年
ま
で
に
、多
く
の
小
売
店
・
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

で
飼
育
さ
れ
た
鶏
卵
し
か
購
入
し
な
い
と

公
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

２
０
２
５
年
の
販
売
先
別
ケ
ー
ジ
フ

リ
ー
卵
個
数
・
必
要
羽
数
の
予
測
（
表
３
）

は
、
病
院
と
旅
行
が
０
・
３
％
、
１
ド
ル

シ
ョ
ッ
プ
と
雑
貨
店
が
０
・
７
％
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

が
０
・
９
％
、食
品
製
造
が
２
・
６
％
、フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
が
４
・
０
％
、
レ
ス
ト
ラ
ン

が
８
・
７
％
、
小
売
店
が
54
・
８
％
、
合

計
72
％
と
な
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
予

測
で
は
、
２
０
２
５
年
に
全
米
の
全
鶏
卵

生
産
・
消
費
量
の
72
％
が
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

卵
に
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
８
年
以

内
に
、
こ
の
事
実
は
日
本
に
大
き
な
影
響

を
与
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

OPINION 米国における養鶏アニマルウェルフェア（AW）の動向

写真 7　ジョージア州アトランタ郊外の Kroger
店舗で　Perdue 社の鶏肉表示（Raised 
Cage Free）2017 年 9 月 20 日

表２　ケージフリー卵生産羽数予測：2.23億羽（72%）/2026年（縦：百万羽、横：年度）
 上の線と点線（Expansion Plans）と下の線（Needed）（出所：2017年11月23日　USDA）

印
象
に
残
っ
た
言
葉

　

過
去
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ
を
３
回
訪
問
し
、
関
係

者
か
ら
聞
い
た
話
の
中
で
、
印
象
に
残
っ

た
言
葉
を
振
り
返
っ
て
み
る
。訪
問
年
度
・

場
所
・
目
的
は
、
２
０
１
１
年
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ

地
域
会
議
（
ア
イ
オ
ワ
州
）
で
連
邦
法

（
エ
ッ
グ
ビ
ル
）
案
説
明
会
に
参
加
、
２

０
１
３
年
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ
事
務
所
（
ジ
ョ
ー
ジ

ア
州
）
で
エ
ッ
グ
ビ
ル
の
動
向
調
査
、
２

０
１
７
年
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ
事
務
所
（
ジ
ョ
ー
ジ

ア
州
）
で
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
飼
養
方
式
の
動

向
調
査
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
８
月
３
０
日
に
デ
モ
イ
ン

市
で
開
か
れ
た
Ｕ
Ｅ
Ｐ
地
域
会
議
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
し
た
。
会
議
の
主
な
議
題

は
「
Ｕ
Ｅ
Ｐ
と
米
国
動
物
愛
護
協
会
（
Ｈ

Ｓ
Ｕ
Ｓ
＝T

he H
um
ane Society of 

the U
nited States

）
の
採
卵
鶏
の
従
来

型
ケ
ー
ジ
飼
養
禁
止
に
関
す
る
合
意
」
に

つ
い
て
の
報
告
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
意

は
、
Ｕ
Ｅ
Ｐ
理
事
会
で
賛
成
20
：
反
対
10

に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
た
。
同
年
７
月
７

日
、
Ｕ
Ｅ
Ｐ
と
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
は
２
億
８
０
０

０
万
羽
の
す
べ
て
の
採
卵
鶏
の
た
め
に
、

包
括
的
な
新
し
い
連
邦
法
の
制
定
に
向
け

て
協
同
で
取
り
組
む
と
い
う
前
例
の
な
い

合
意
を
公
表
し
て
い
た
。
こ
の
連
邦
法
の

エ
ッ
グ
ビ
ル
は
、
採
卵
鶏
の
従
来
型
の
バ

タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
を
段
階
的
に
禁
止
し
、
エ
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表３　2025年販売先別ケージフリー卵個数・必要羽数・比率予測（出所：2017年11月23日　USDA）
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ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
へ
の
転
換
を
進
め
る

も
の
だ
っ
た
。
も
し
制
定
さ
れ
れ
ば
、
家

畜
の
取
り
扱
い
に
対
処
す
る
初
め
て
の
連

邦
法
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
Ｕ
Ｅ
Ｐ
は
全

米
６
カ
所
で
２
０
１
１
年
度
地
域
会
議
と

題
し
、
こ
の
合
意
宣
言
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
Ｕ
Ｅ
Ｐ
事
務
局
長
、M

r.Jean 
Gregory

氏
の
発
言
の
中
で
「
こ
れ
は
生

き
残
る
た
め
に
必
要
な
業
界
合
意
で
あ

る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

将
来
の
採
卵
鶏
飼
養
方
式
に
つ
い
て
、
Ｕ

Ｅ
Ｐ
は
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
を
禁
止
し
て
エ

ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
を
採
用
す
る
こ
と
に

決
め
た
の
で
あ
る
。

　

２
回
目
は
、
２
０
１
３
年
６
月
26

日
に
Ｕ
Ｅ
Ｐ
事
務
局
長
のM

r.Chad 
Gregory

を
訪
問
し
、
エ
ッ
グ
ビ
ル
は
可

決
さ
れ
る
の
か
否
決
さ
れ
る
の
か
に
つ
い

て
聞
い
た
。
同
様
に
印
象
に
残
っ
た
言
葉

は
、
約
３
時
間
の
意
見
交
換
が
終
わ
る
頃

に
発
し
た
「
エ
ッ
グ
ビ
ル
の
成
立
可
能
性

は
無
く
な
っ
た
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
全
米
肉
牛
生
産
者
・
牛
肉
協
会
（
Ｎ

Ｃ
Ｂ
Ａ
）
と
全
米
豚
肉
生
産
者
協
会
（
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｃ
）
が
、
Ａ
Ｗ
の
考
え
を
取
り
入
れ

た
エ
ッ
グ
ビ
ル
が
養
豚
と
肉
用
牛
に
も
広

が
る
こ
と
を
懸
念
し
て
成
立
阻
止
に
向
け

て
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
い
、
有
望
視
さ
れ
て

い
た
エ
ッ
グ
ビ
ル
を
不
成
立
に
追
い
込
ん

だ
た
め
で
あ
っ
た
。
事
務
局
長
は
反
対
理

由
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

①
米
国
で
は
農
家
数
に
お
い
て
、
養
豚

農
家
６
万
５
０
０
０
戸
、
牛
農
家
10
万
戸

と
比
較
し
、
採
卵
農
家
数
は
２
０
０
戸
と

少
な
い
②
衛
生
問
題
か
ら
乳
牛
の
尻
尾
は

搾
乳
時
に
切
ら
れ
る
が
、
酪
農
家
は
牛
の

尻
尾
切
り
が
禁
止
に
な
る
の
で
は
と
心
配

す
る
③
養
豚
農
家
は
妊
娠
豚
用
ス
ト
ー
ル

飼
育
の
禁
止
を
心
配
す
る
（
す
で
に
Ｅ
Ｕ

で
は
２
０
１
３
年
１
月
か
ら
妊
娠
豚
用
ス

ト
ー
ル
飼
育
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
）。エ
ッ

グ
ビ
ル
と
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
と
Ｕ
Ｅ
Ｐ
が
協

力
し
て
制
定
し
よ
う
と
し
た
採
卵
鶏
の
飼

養
管
理
に
お
い
て
２
０
３
０
年
ま
で
に
エ

ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
を
義
務
化
す
る
連
邦

法
で
あ
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
結
果
的

に
エ
ッ
グ
ビ
ル
が
失
敗
し
た
こ
と
で
、
現

在
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
が
米
国
採
卵
鶏
業
界

の
進
む
方
向
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
２
０
１
７
年

９
月
20
日
に
前
述
し
た
調
査
員
と
Ｕ
Ｅ
Ｐ

のGregory

事
務
局
長
を
訪
問
し
、
ケ
ー

ジ
フ
リ
ー
が
将
来
の
米
国
の
採
卵
鶏
飼
養

方
式
と
な
る
の
か
を
聞
い
た
。
調
査
団
の

正
式
な
報
告
書
が
い
ず
れ
公
表
さ
れ
る
と

思
う
が
、Gregory

氏
か
ら
聞
い
た
印
象

に
残
っ
た
３
つ
の
言
葉
が
あ
る
。

　

一
つ
は
「
加
工
用
の
鶏
卵
は
ケ
ー
ジ
フ

リ
ー
で
な
く
て
も
容
認
さ
れ
、
２
０
２
５

年
ま
で
に
全
米
全
体
羽
数
の
約
50
％
（
約

１
億
羽
）
が
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
に
対
応
す
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
「
日
本
の
Ａ
Ｗ
対
応
が
エ
ン

リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ
で
良
い
と
な
る
と
、
安

く
卵
が
生
産
で
き
て
、
輸
出
も
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
日
本
の
採
卵
鶏

業
界
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
「
２
０
２
５
年
に
売
り
に
出
て

い
る
食
料
品
店
（
ケ
ー
ジ
卵
？
）」、
つ
ま

り
「
ケ
ー
ジ
卵
を
販
売
す
る
食
料
品
店

は
、
自
分
の
店
を
売
る
よ
う
に
な
る
」
と

し
て
、
動
物
福
祉
団
体
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

広
報
（
写
真
６
）
を
見
せ
て
く
れ
た
。
店

が
売
り
に
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
２

０
２
５
年
に
は
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
で
生
産

し
た
卵
は
小
売
店
で
売
れ
な
く
な
る
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
米
国
の
採
卵

鶏
飼
養
方
式
は
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
の
方
向
に

確
実
に
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｕ
Ｅ
Ｐ

メ
ン
バ
ー
は
鶏
舎
を
建
て
る
前
に
顧
客
の

小
売
店
等
か
ら
要
望
を
聞
き
、
コ
ス
ト
含

む
契
約
締
結
に
努
め
て
い
る
。
Ｕ
Ｅ
Ｐ
も

動
物
愛
護
団
体
等
に
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
の
定

義
説
明
、
採
卵
生
産
者
へ
の
５
つ
の
ケ
ー

ジ
フ
リ
ー
タ
イ
プ
の
映
像
資
料
提
供
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑶
国
内
に
お
け
る

 

養
鶏
Ａ
Ｗ
へ
の
対
応

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
Ａ
Ｗ
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
シ
ス

テ
ム
規
約
、
公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協

会
の
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対
応
し
た
ブ
ロ
イ

ラ
ー
の
飼
養
管
理
指
針

　

２
０
１
３
年
に
採
択
さ
れ
た
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の

Ａ
Ｗ
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
シ
ス
テ
ム
規

約
、
２
０
１
６
年
６
月
に
公
益
社
団
法
人

畜
産
技
術
協
会
が
発
行
し
た
「
Ａ
Ｗ
の
考

え
方
に
対
応
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
管

理
指
針
」
を
比
較
す
る
と
、
わ
が
国
の
飼

養
管
理
指
針
は
十
分
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
規
約
を
カ

写真６　2025年にSale食料品店（出所：2017年9
月20日 UEP資料）
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バ
ー
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
飼
養
管
理

指
針
に
は
、
飼
養
管
理
に
関
す
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
追
加
し
て
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に

と
っ
て
快
適
な
状
態
で
あ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
付
録
と
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
Ａ
Ｗ
と
採
卵
鶏
生
産
シ
ス
テ
ム

規
約
一
次
案
と
公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術

協
会
の
Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対
応
し
た
採
卵

鶏
の
飼
養
管
理
指
針

　

２
０
１
７
年
９
月
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
Ａ
Ｗ
と

採
卵
鶏
生
産
シ
ス
テ
ム
規
約
一
次
案
が
出

た
。
２
０
１
６
年
９
月
に
公
益
社
団
法
人

畜
産
技
術
協
会
が
発
行
し
た
「
Ａ
Ｗ
の
考

え
方
に
対
応
し
た
採
卵
鶏
の
飼
養
管
理
指

針
」
と
、
こ
の
Ｏ
Ｉ
Ｅ
の
Ａ
Ｗ
と
採
卵
鶏

生
産
シ
ス
テ
ム
規
約
一
次
案
を
比
較
す
る

と
、
飼
養
管
理
指
針
は
十
分
に
Ｏ
Ｉ
Ｅ
一

次
案
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
、
飼
養
管
理
指
針
に
は
エ
ン
リ
ッ

チ
ド
ケ
ー
ジ
を
含
む
ケ
ー
ジ
方
式
と
エ
イ

ビ
ア
リ
ー
方
式
を
含
む
平
飼
い
方
式
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
一
次
案
に

は
屋
内
と
屋
外
生
産
方
式
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
エ
ン
リ
ッ
チ
ド
ケ
ー
ジ

の
言
葉
も
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
飼
養

管
理
指
針
に
は
農
場
内
で
の
飼
養
管
理
が

Ａ
Ｗ
の
考
え
方
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、

飼
養
管
理
指
針
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
も
付
録
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

国
内
肉
用
鶏
業
界
と
国
内
採
卵
鶏
業
界
の

Ａ
Ｗ
へ
の
対
応

　

一
般
社
団
法
人
日
本
食
鳥
協
会
は
平
成

28
〜
30
年
に
か
け
て
、
地
鶏
銘
柄
鶏
振
興

緊
急
事
業
に
よ
る
銘
柄
鶏
規
格
検
討
、
生

産
流
通
等
実
態
把
握
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成
と
試
食
会
等
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ

て
き
て
い
る
。
筆
者
も
委
員
と
な
っ
て
い

る
銘
柄
鶏
規
格
検
討
専
門
委
員
会
で
は
、

自
主
的
表
示
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
若

鶏
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）
で
も
な
い
、
地
鶏
で

も
な
い
、
中
間
分
類
に
当
た
る
「
銘
柄
鶏

の
新
た
な
規
格
」
の
設
定
を
検
討
し
て
い

る
。
協
会
が
定
め
た
銘
柄
鶏
の
定
義
（
２

０
１
２
年
３
月
27
日
最
終
改
正
）
は
「
わ

が
国
で
飼
育
し
、
地
鶏
に
比
べ
て
増
体
に

優
れ
た
肉
用
種
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
通

常
の
飼
育
方
法
（
飼
料
内
容
、
出
荷
日
齢

等
）
と
異
な
り
工
夫
を
加
え
た
も
の
と
い

う
」
と
し
て
い
る
。
新
し
い
銘
柄
鶏
の
規

格
分
類
検
討
が
認
証
・
鶏
種
・
飼
育
方
法

を
中
心
に
進
ん
で
い
る
の
は
好
ま
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
国
内
の
肉
用
鶏
業
界
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ

総
会
で
２
０
１
３
年
に
採
択
さ
れ
た
Ａ
Ｗ

と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
シ
ス
テ
ム
、
２
０
０

５
年
に
採
択
さ
れ
た
輸
送
・
処
理
規
約
、

２
０
２
０
年
８
月
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
示
さ
れ
たFood 

V
ision

、
成
長
の
遅
い
肉
用
鶏
種
等
の
課

題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
２
０
１
５
年
12
月
９
日
に
設
立

さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
国
際
養
鶏
産
業
協

議
会
の
設
立
趣
意
書
に
、
日
本
の
養
鶏
産

業
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
脅
威
、
諸
資

材
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
輸

入
鶏
卵
の
脅
威
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
的
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
政
府
や
行
政
に
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
世
界
の
養
鶏
生
産

者
や
関
連
業
者
と
交
流
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術

協
会
は
、
採
卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
に
関
す
る
実
証

調
査
事
業
を
平
成
29
〜
31
年
度
の
３
年
間

実
施
し
て
き
て
い
る
。
事
業
目
的
は
、
採

卵
鶏
の
Ａ
Ｗ
の
推
進
を
図
る
た
め
、
Ａ
Ｗ

対
応
鶏
舎
に
関
す
る
実
証
調
査
を
実
施

し
、
採
卵
鶏
の
飼
養
管
理
指
針
改
定
の
た

め
の
検
討
お
よ
び
改
善
策
等
を
加
え
た
モ

デ
ル
の
作
成
、
提
示
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。２
０
１
７
年
の
米
国
に
続
い
て
、

２
０
１
８
年
に
は
欧
州
（
ド
イ
ツ
と
ス
ペ

イ
ン
等
）
Ａ
Ｗ
情
報
収
集
調
査
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
国
際
養
鶏
産
業
協
議

会
と
国
内
の
採
卵
鶏
業
界
は
、
２
０
１

８
年
９
月
に
国
際
鶏
卵
委
員
会
（
Ｉ
Ｅ

Ｃ
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

京
都
会
議
、
２
０
１
９
年
５
月
の
Ｏ
Ｉ

Ｅ
総
会
で
採
択
が
見
込
ま
れ
る
Ａ
Ｗ
と

採
卵
鶏
生
産
シ
ス
テ
ム
規
約
と
２
０
０

５
年
に
採
択
さ
れ
た
輸
送
・
処
理
規
約
、

２
０
２
０
年
８
月
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
示
さ
れ
たFood 

V
ision

、
欧
米
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
化
の
動

き
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

⑷
ま
と
め

　

米
国
の
大
手
量
販
店
Ｆ
Ｗ
の
成
長
の
遅

い
肉
用
鶏
品
種
へ
の
取
り
組
み
、Costco

の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
事
業
参
入
は
新
し
い

流
れ
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
欧
米
で
成
長

の
遅
い
鶏
種（
50
グ
ラ
ム
以
下
／
日
増
体
）

が
増
え
て
き
て
い
る
。
欧
米
の
Ａ
Ｗ
の
動

き
に
対
し
て
、
国
内
の
肉
用
鶏
業
界
は
、

成
長
の
遅
い
肉
用
鶏
種
に
ど
う
対
応
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
と
同
様
に
、

米
国
の
採
卵
鶏
業
界
は
50
年
以
上
も
前
の

養
鶏
技
術
の
方
向
へ
と
急
速
に
回
帰
し
つ

つ
あ
る
。
国
内
の
採
卵
鶏
業
界
は
、
ど
の

飼
養
方
式（
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
、エ
ン
リ
ッ

チ
ド
ケ
ー
ジ
、
ま
た
は
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
）

を
採
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
。


